






I.研究目的

　初年度(52 年度)は,おもに尿路感染症の頻度,臨床症状,ならびに検査,診断

法について報告した。本年度(53 年度)は,さらにこれらの点について研究をす

すめるとともに,尿路感染症の診断基準,および治療方針の設定を研究目的とし

た。


